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■オフィスアワー（授業時間外の対応）

メールにて随時受け付ける。

■共同担当教員

加藤泰久(国際戦略本部　099-285-7098)　　　　　安藤茂彌、橋本千香(北米教育研究センター）
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視野・判断力・探求能力
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■授業概要（目的・内容・方法）

目的：国際社会で活躍できる人材に必要なスキルとその習得方法を学習する。

内容と方法：国際社会で活躍するプロフェッショナルになるためには、どのようなスキルを身につけるべきか、

そしてどのような心構えで習得すべきか、また日本と海外の比較などを、総論として鹿児島で３回の講義を行う

。　その後米国で活躍する外交官、会計士、大学教授、教育者、研究者、エンジニア、コンサルタント、通訳者

、ジャーナリストなどの複数の日本人プロフェッショナルにより、実際の経験に基づいた講義を高速インターネ

ットを介して米国からの遠隔授業で行う。

■学習目標

国際社会における日本の立場と現状を理解した上で、日本人として、また国際人として、海外で活躍できるプロ

フェッショナルになるための、スキル、経歴、人格などを理解し、自己実現の基礎とする。　自分の将来像を描

き、勉学や人生に対する目標を定めるマインドセットを持つ。

■授業計画（１５回に分け、回数、授業内容、自学自習等）

第1回   4/11 鹿児島講義 「国際社会とプロフェッショナル」　 井手祐二　特任教授

第2回   4/18 鹿児島講義 「国際社会で必要とされるスキルと習得する心構え」 安藤茂彌　特任教授

第3回   4/25 鹿児島講義 「特殊な日本人」　加藤泰久　特任教授

第4回   5/9  米国講義 「海外で活躍する会計士」西浦泰明 Deloitte & Touche米国公認会計士

第5回   5/16 米国講義 「海外研修から学ぶプロフェッショナル」　井手祐二　特任教授

第6回   5/23 米国講義 「海外で活躍する外交官」　猪俣弘司　在サンフランシスコ日本国総領事 　

第7回   5/30 米国講義 「海外で活躍する通訳者」 グレース美幸　グレースコンサルティング代表　　

第8回   6/6  米国講義 「海外で活躍する研究者」 加治屋崇　シンガポール国立大学付属ハートセンター医師

第9回   6/13 米国講義 「海外で活躍するビジネスコンサルタント」　橋本千香　特任教授

第10回  6/20 米国講義 「海外で活躍するジャーナリスト」　瀧口範子　フリージャーナリスト　

第11回  6/27 米国講義 「海外で活躍するエンジニア」　木田泰夫　アップル開発マネージャー　

第12回  7/4  米国講義 「海外で活躍する大学教授」　富塚誠義　UC Berkeley工学部教授

第13回  7/11 米国講義 「海外で活躍する教育者」　小谷仁　三育学院サンタクララ校事務長　

第14回  7/18 鹿児島講義 「就職活動に対する国際的な準備」　加藤泰久　特任教授

第15回  7/25 米国講義 「薩摩の留学生」　井手祐二　特任教授

　上記講義題目と日程は講演者の都合で変更することがある。

■受講要件

学部生は共通教育の履修申請をすること。　大学院生

も聴講可能とするが、単位認定を受けたい大学院生は



、科目等履修生の履修申請が必要となる。　単位を必

要としない場合でも、教育センターへ履修申請するこ

と。
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■成績の評価基準

毎回講義の概要とポイントを小レポートにまとめさせ

、学んだこと、感想、提言などの内容と項目数で理解

度(6点x15回=90%)を評価し、質問などの発言で授業で

の積極性(10%)を評価する。　
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■教科書
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、テキストとして使用する。
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■その他

本科目の受講修了者を対象に、米国で実施する海外研修基礎コースを設ける。


